
第
一
条
の
二
の
七

法
第
六
条
の
二
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
障
害
児
の
心
身
の

状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
障
害
児
の
総
合
的
な
援
助
の
方
針
及
び
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課

題
、
提
供
さ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
、内
容
及
び
量
、

障
害
児
通
所
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
並
び
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
期
間
を
勘
案
し
て
、
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
定
め
る
期
間
に
つ

い
て
は
、
当
該
通
所
給
付
決
定
又
は
通
所
給
付
決
定
の
変
更
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
の
利
用
開
始
日
か
ら
起

算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
二
の
七

法
第
六
条
の
二
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
障
害
児
の
心
身
の

状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
障
害
児
の
総
合
的
な
援
助
の
方
針
及
び
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課

題
、
提
供
さ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
、内
容
及
び
量
、

障
害
児
通
所
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
並
び
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
期
間
を
勘
案
し
て
、
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
定
め
る
期
間
に
つ

い
て
は
、
当
該
通
所
給
付
決
定
又
は
通
所
給
付
決
定
の
変
更
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
の
利
用
開
始
日
か
ら
起

算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限
る
も
の
と
す
る
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

一
月
間

二

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

一
月
間

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

同
居
し
て
い
る
家
族
等
の
障
害
、
疾
病
等
の
た
め
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
（
法
第
二
十
一
条

の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
の
連
絡
調
整
を

行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
者

ロ

同
居
し
て
い
る
家
族
等
の
障
害
、
疾
病
等
の
た
め
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
（
法
第
二
十
一

条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
の
連
絡
調

整
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
者

三

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

第
一
条
の
二
の
八

法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
所
と
す

る
。

第
一
条
の
二
の
八

法
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
生
徒

又
は
学
生
と
す
る
。

一

母
子
生
活
支
援
施
設

一

学
校
教
育
法
第
五
十
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒

二

児
童
養
護
施
設

二

学
校
教
育
法
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
中
等
教
育
学
校
（
同
法
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
後
期
課
程
に
限

る
。）に
在
学
す
る
生
徒

三

児
童
心
理
治
療
施
設

四

児
童
自
立
支
援
施
設

三

学
校
教
育
法
第
七
十
二
条
に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
校
（
同
法
第
七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
等
部

に
限
る
。）に
在
学
す
る
生
徒

五

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居

六

里
親
（
法
第
六
条
の
四
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
第
三
十
六
条
の
四
の
二
第
三
号
及
び
第
三
十
六
条

の
十
四
第
一
項
第
三
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
居
宅

四

学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
に
在
学
す
る
学
生

五

学
校
教
育
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
短
期
大
学
に
在
学
す
る
学
生

七

児
童
自
立
生
活
援
助
対
象
者
（
法
第
六
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
居
宅

（
法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
又
は
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
施
設
と
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
住
居
又
は
施
設
に
空
室
が
な
い
こ
と
そ
の
他
特
別

の
事
情
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）

六

学
校
教
育
法
第
百
十
五
条
に
規
定
す
る
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
学
生

七

学
校
教
育
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
に
在
学
す
る
生
徒

八

前
各
号
に
規
定
す
る
教
育
施
設
に
準
ず
る
教
育
施
設
に
在
学
す
る
生
徒
又
は
学
生

第
一
条
の
二
の
十

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
と
は
、
保
護
者
が
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の
身
体
上
若
し
く
は
精
神

上
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、

第
一
条
の
四
第
一
項
に
定
め
る
施
設
に
お
い
て
必
要
な
保
護
そ
の
他
の
支
援
（
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、
児
童

の
養
育
環
境
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
、
児
童
と
共
に
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
保
護
者
へ
の
支
援
を
含
む
。
次
項
、
次
条
及
び
第
一
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）を

行
う
事
業
を
い
う
。

第
一
条
の
二
の
十

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
と
は
、
保
護
者
が
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の
身
体
上
若
し
く
は
精
神

上
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、

第
一
条
の
四
第
一
項
に
定
め
る
施
設
に
お
い
て
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業
を
い
う
。

﹇

﹈

前
項
の
保
護
そ
の
他
の
支
援
の
期
間
は
、
当
該
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
児
童
の
養
育
環
境
そ
の

他
の
状
況
を
勘
案
し
て
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
期
間
と
す
る
。

﹇

﹈

前
項
の
保
護
の
期
間
は
、
七
日
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
条
の
三

夜
間
養
護
等
事
業
と
は
、
保
護
者
が
仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
平
日
の
夜
間
又
は
休
日
に
不
在

と
な
り
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
そ
の
他
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、
次
条
第
一
項
に
定
め
る
施
設
に
お
い
て
必

要
な
保
護
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
事
業
を
い
う
。

第
一
条
の
三

夜
間
養
護
等
事
業
と
は
、
保
護
者
が
仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
平
日
の
夜
間
又
は
休
日
に
不
在

と
な
り
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
そ
の
他
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、
次
条
第
一
項
に
定
め
る
施
設
に
お
い
て
必

要
な
保
護
を
行
う
事
業
を
い
う
。

﹇

﹈

前
項
の
保
護
そ
の
他
の
支
援
の
期
間
は
、
当
該
保
護
者
が
仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
不
在
と
な
る
期

間
又
は
同
項
の
緊
急
の
必
要
が
な
く
な
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇

﹈

前
項
の
保
護
の
期
間
は
、
当
該
保
護
者
が
仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
不
在
と
な
る
期
間
又
は
同
項
の

緊
急
の
必
要
が
な
く
な
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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